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馏
十】
澄

(

五
七
A)

批
評
と
紹
介

禍
田
替
一
翁『

國

民

經

濟

講

話

』
(

乾
卷〕

•

火

取

霉

1 ,
娶

俊

藤

蛊

部

發

行

四
六
版
七
宵
六
十
茛
觉
惯
戒
圆
參
拾
錢 

福
田
博
士
は
大
正
五
牟
の
蒽
衣
川
縣
屮
等
學
校
敎
歲
講
齊
會
じ
於
て 

縣
廳
の
依
顿
じ
依
リ
經
澉
哦
の
大
意
か
諷
述
ぜ
ら
れ
た
沪
、
今
间
.兆
時 

の
述
記
か
紅
：止
耽
郷
し
て
乾
坤n

卷
U
分
t

v
上
梓
せ
.ら
る
、
、
J
.
U 

ガ
つ

六

。
’
玆

に

紹

介

す

3

は
邶
ち
ー
一
刀
下
旬
に
發
刊
せ
ら
れ
?:
其
乾
卷 

で
め
T

*
坤
卷
は
本
刀
か
來
;]
中
#
劂
IC
It
せ
ら
る
そ
、ァ
で
お
る
o 

傅
士
は
新
諸
述
の
i

が
緖
論
、
生
鹿
論
、
流
通
論
の
三
部
に
分
ち
、 

乾
卷
に
は
緒
論
と
坐
産
論
を
龊
せ
、
神
饴
に
II
流
孤
論
か
取
め
る
豫
忠 

T
あ
る
と
云
ふ
。
即
ち
翁
希
は
經
濟
樂
か
ば
桩
來
の
如
く
生
產
論
、
交 

i

>
分
棚
論
他
に
浒
赀
論
の
四
称
1
1分
霄
す
る
こ
と
‘
拖
だ
锨
渝
義 

ガ
る
研
效
方
f

して之交換論以下か流趣論の

M
T
l
i 

ー
括
し
て
取
极
つ
て
坫
ら
る
、
の
で
あ
る
0,

木
#

0
2:的
と
す
る
所
は
黎
#
が
序
文
|'
:
於
て
公
首
せ
ら
机
て
屈
ふ 

瓶
り
2
摄
の
敎
脊
あ
リ
^

#
4»
具
へ
穴
人
な
ら
ば 

> 
誰
が
謝
ん
で
も
' 

館
解
す
る
こ
と
が
出
來
て
、
而
も
最
新
の
摩
間
迆
步
の
稅
俊
に
十
分
臌 

じ
?:
&

#

M输
の
m
物
^

#
は
‘す」

の
一
.取
；i

#-.

す
る
办
で
办
ふ
が
、

钪 

H
號

. 

一
51
:
0

本
进
の
體
戟
は
能
く
其
：

n

的
1
1逾
つ
'て
识
る
榇
に
思
|1
れ
る
。
木
ホ
'*
U 

は
粜
人
に
取
リ
て
は
頗
る
雛
谧
不
可
解
介
る
術
語
の
使
川
か
佥
く
避
く 

る
か
、
或
は
巳
む
か
得
す
之
か
川
ひ
た
る
妫
合
^
は

丁

铋

反

彼
:|
|
:
ハ
溢
我 

‘
說
明
し
、
让
つ
全
篇
覦
⑴
博
士
と
し
て
は
珍
し
ら
さ
ボ
極
平
鉍
な
る 

談
話I

T

1-
1

つ
振
假
名
-附
の
，文
萆
で
何
人
1
1も
分
か
リ
易
务
榇
|:
11
つ 

M
白
く
經
濟
學
の
理
論
か
解
說
す
I

み
f

f'
、
人
類
の
經
濟
生
活 

の
種
々
の
方
而
I;
rn
lリ
て
博
士
獨
特
の
渾
利
众
る
^
錄
と
罾
句
と
4>
以 

て
侧
而
的
評
論
な
加
へ
、
公
私
の
經
濟
問
妞
に
對
す
る
常
i
lto
普
及
に 

努
カ
せ
る
舲
跡
が
歷
然
と
し
て
顯
は
れ
て
仍
る
。
，

.

而
か
も
普
者
の
吕
的
は
決
し
て
取
に
简
爲
の
經
濟
掛
敎
科
畨
か
扛
湖 

U
提
供
す
る
の
で
は
無
い
ら
し
い
。̂

文
に
.む「

出

來

る

丈

け

廣

く

^

外 

學
潘
の
著
誉
か
參
考
し
て
諶
耍
对
學
說
は
勉
め
て
之
か
紹
介
し
、
嫌V

 

自
分
の
研
究
の
結
粜
が
述
べ
る
に
方
つ
て
は
、
自
分
に
於
て
多
少
の 

定
餽
に
逯
し
た
ミ
信
^
る
所
か
評
し
く
記
す
様
に
と
心
掛
け
ま
し
わ
。

即
ら
形
式
の
上
に
於
て
は
胞
迄
碰
俗
で
あ
る
と
典
に
、
學
間
上
多
少
注 

文
4-
持
つ
て
射
義
潘
|:
も
謂
ん
で
頂
け
芯
も
の
と
す
る
こ
と
か
期
し 

た
の
で
わ
り
ま
す
0
Jと
斷
つ
て
あ
る
が
、
本
#

の
内
容
に
は
翁
^
の
抱 

贫
が
充
分
1>
焚
現
さ
れ
て
屉
る
.と
沄
は
、ざ
る
^

得
な
ぃ
。
坤
卷
が
發
表 

さ
れ
た
後
で
处
奵
れ
ぱ
、
福
.阳
博
士
の
新
し
き
企
圖
に
就
さ
て
斷
定
的 

对
こ
と
^

彼
楚
云
ふ
こ
と
は
勿
論
出
來
处
ぃ
譯
で
は
め
る
が
、
乾
卷
の 

み
に
就
合
て
云
へ
ぱ
、
輿
1
:樂
校
极
度
の
敎
科
带
と
し
て
敦
は
さ
れ
?: 

石
經
濟
原
論
ね
も
餘
リ
見
當
ら
处
ぃ
嵇
0

與
1
:的
研
究
义
は
新
ら
し
合

脉
敝
‘

紹

介

’
む

て

ゎ

か

の

み

^
ら
す
、
傅
士
獨
刺
0
研
究
#も

！！

せ
n: 

;,
•■>ろ
o

.-
l
i
'
i
.例
か
锻
ぐ
れ
ば
、政
治
と
經
濟
とe

關
保
、
流
姐
經
骑
の
本 

質
、
原
始
時
代
U
於
け
る
經
濟
組
織
、
土
她
耕
作
法
の
進
化
等
に
關
す 

る
新
ら
し
さ
解
說
で
あ
る
。
' 福
田
博
士
は
曾
て
中
舉
程
度
の
擧
校
>
u川 

ゆ
る
も
の
と
.し
て
經
濟
樂
の
敎
科
#
か
着
は
'さ
れ
?:
,こ

と
が

あ

.つ
た 

が
、
此
带
物
のS

容
の
程
度
は
屮
等
校
成
の
も
の
で
あ
る
に
t
枸
は
ら 

t'
、.
其
記
述
方
法
は
琢
1
:礅
校
0
堞
生
1-
對
し
て
も
墩
る
程
度
の
高
す 

さ
る
憾
み
が
^
い
で
も
^
か
つ
r:
。然
名
に
此
向
m
雄
せ
ら
れ
?:
る
0
 

饺
經
浒
講
話
i
.
.lt
典
項s

の
範
間
血
に
程
捭
ょ
り
之
か
戳
れ
ぱ
、

S

 

生
ょ
り
は
墩
名
犬
摩
從
に
適
し
六
る
も
の
で
は
も
ろ
が
、
典
講
述
の
體 

裁
ょ
呔
之
か
批
評
す
れ
ぱ
、
中
缵
生
穴
リ
土
も
之
か
撖
讀
し
て
能
く
經 

濟
擧
の
原
則
か
#

#
す
る
に
®
難
か
感
じ
な
い
极
澉
#
的
|:
出
來
上
'つ
' 

て
屈
る
。
而
か
も
本
#
か
織
ぎ
て
利
益
^
受
く
る
は
獨
リ
一
般
の
詖
洛 

,
の
み
允
ら
す
、
w
r'
3

0擦
♦

と
雞
1
幾
#
の
方
16
|
に
於
て
啓
1發
せ
ら 

れ
、
刺
戟
か
受
く
る
こ
と
が
挱
な
く
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

萸
1
1之
か
爲
瞰
|1
的
に
批
評
す
れ
ば
本
带
は
政
治
、
法
#
、
風
俗
等 

社
會
の
洧
ゆ
る
堪
物
に
對
し
て
經
濟
樂
的
觀
激
4>
;卜

し
?:
る

の

點

に

於
 

て
シ
ユ？
，

ラ
ー
の

「

M

論」

む
襟
黯
次
る
所
が
め
リ
、
流
膽
な
る
1?
語 

腊
に
て
舉
理
か
說
く
观
に
於
.て
は
タ
ゃ
シ
浐
の『

股
論」

に
比
す
可 

く
、_
初
蜋
请
の
砚
解
次
か
¥

如
せ
る
の
ー
取
|:
於

て

，は

荚

の

フ

ォ

ー

.セ 

タ
ト

夫

‘入̂
は

キ
ヤ
ナ
ソ

の

乂

は

獨

の

ア

3

ス
-0
サ

U 

ns
ソ
のf

顿
馮
經
濟
勒
敢
科
进J

に
、似
て
炳
石
。
尙
ぼ
木
'科
は
最
近
炎

铽
十
ー
餘
-

批
評
土
侧
介
.

(

芄
七
，九y

'

圃
|;
於
て
出
版
せ
ら
れ
?:
ナ
ヤ
ブ
マ
ゾ
，
水
ブ
ソ
ソ
等
の
著
は
し
れ
瓶 

易
經
濟
學
原
論
ょ
リ
は
德
於
に
苽
の
擬
ら
尨
い
謅
物
で
あ
る
。
§

h
 

於
て
ギ
ヤ
.ナ
ブ
'のf

麓J
.

と
名
く
る
翻
着
は
チ
ヤ
ブ
ヤ
ン
、
水
ブ
ソ
ン 

の
蕃
述
ょ
り
铃I

{層
碎
け
ホ
#

每
方
^

用
い
气
M

る
が
、

r

國
说
經
濟 

講
轱j

に
は
及
ば
か
い
檎
T

あ
る
と
思
は
れ
る
o 

:

フ

ォ

セ

、ソ

ト

夫

人

め

1
-入
0

の
椋
|:
何
人
に
も
解
か
リ
舄
く
述
べ
< 

あ
-つ
て
师
か
4
.41
内
容
_妒
5/
.ユ
祀
ー
フ
1
が
^

は
^

-̂
-y
r
Q
'il
?
論
の
如 

く
知
識
階
級
^

慾
求
^

滿
足
さ
す
、
?

の
出
來
る
經
濟
质
論
の
箸
は
さ 

る
、
、5

か
望
ん
で
思
つ
?:
人
が
尠
く
对
か
つ
?:
の

で

必

る

が

"

蕃

人
 

は
木
潘
の
發
表
に
依
”

て
其
锚
州
が
十
ニ
分
に
苑
本
さ
カ
に
、
里
つ
れ 

の
か
避
贺
せ
ぎ
る
か
#

女
い
。
福
|1
|
縛
士
の
涨
擧
が
從
來
顧
着
學
の
姘 

究
洛
間
U

重
资
が
ら
れ
て
思
つ
?:
如
\

本
带
は
二
般
薇
潘
に
歡
迎
§
 

れ
て
洛
齡
の
紙
惯
か
捉
に
一

層
尚
く
せ
し
む
ろ
で
あ

ら

、
っ

と€

T

る
。

I

か
l

—y
l
麵I

『

ア

ダ

ム

。
ス

ミ

ス

の

V

帝

國

主

義

觀

ド

’

大

JE
六
年
'

’月

.湛
京
臌
松
堂
發
狞 

鄉
版
.ー.一1
2
.
.
八
十
3
1:
忠
似
^
财
參
拾
錢
.

英
國
の
經
濟
舉
漭
か
ナ
ー
‘此
は
曾
て
或
る
一
蒋
述
が
沿
么
に
な
れ
ば 

人
が
詉
ま
な
く
な
つ
て
了
ふ
と
沄
ふ
?:
こ
.と
.が
あ
る
。
ア
グ
ム
9
ス
ミ 

ス
の
-

R
?

別
論J

は
：止
|̂
其

一

例
で
1
其
例
啓
0
或
部
分
が
秫
々
の
讲 

物
に
別
州
せ
ら
れ
て
炳
る
が
爲
め
1:
1
朱
だ
一
间
1
典
丧
，紙
だ
'1
见
?:

,

, 

雜

三

號

)

3Z】
-

,

K

i

n

p

i

r

i
^

Y

i
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s
T
y
l
r
f
l
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^
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I
E
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パ
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i
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第

十一

怨

批

郭

と

紹

介

S

八
〇)

こ
と
の
無
い
人
で
も
"
ス
ミ
ス
0

「

铭
刷
論」

-?
"|

4

へ
It
、
あ
一
あ
の 

自
山
贺
易
論
か
と
相
拙
^
打
ち
て
之
^
繙
い
て
見
ょ
ふ
と
も
し
な
い
。 

從
-づ
ズ
マ
ル
サ
ス
の「

人
口
論」

が
兹
希
生
存
屮
U
於
て
さ〈

之
か
热 

謂
し
^
、
•■
>

の
無
い
人
々
1
1侬
リ
ズ
眾
倒
さ
れ
其
^
容
が
談
傅
さ
れ
ゎ 

と
间
'(
;
く
、

r

窩
園
論j

0

•内
容
も
亦
桩
々
U
し
て
素
人
の
み
^
ら
す 

琛
！
2
の
踢
潘li

依
リ
ズ
^

へ
談
解
曲
説
さ
れ
て
姑
る
/
;と
が
あ
る
。
其 

I.

例
は
之
^
商
業
政
策
！！
對
す
る
ス
ミ
ス
の
態
度
に
求
む
る
こ
さ
が
出 

來
る
。
#
間
で
は
ス
ミ
ス
が
外
_
交
易
に
關
し
て
は
徹
頭
徹
^
自
_
主 

義
か
喵
へ
^

か
の
如
く
^

ふ
て
婼
る
人
も
あ
右
様
^

见
受
け
ら
れ
る
。 

尤
ふ
ス
”ミ.

ス
が
經
濟
の
原
理
か
說
明
す
る
|1
當
リ
弋
國
境
を
超
8
せ
る 

见
地
じ
立
ち
て
議
論
.か
進
め
|:
0
は

赛

で

あ

る

。
又
、商
業
政
饿
か
論 

す
る
際
|:
自
出
奴
易
の
效
架
4>
カ
說
し
、
且
つ
波
論
據
と
し
て
常
時
流 

行
の
自
由
主
義
か
振
迴
し
?:
の
5
否
觉
す
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
此
等 

の
祺
惝
：か
ら
し
て
ス
5:
ス
が
仳
界
主
義
4

根
據
と
せ
る 

_
述
し
?:
の
で
あ
る
と
忍
惟
$
れ
且
つ
非
雛
$
れ
5
卩
至
つ
?:
の
で
办 

ら
ぅ
が
、=

是
れ
は
沄
ふ
迄
も
众
く
談
解
で
ぁ
る
。
鸫
濟
の
原
理
は
物
理 

珙
或
は
數
學
の
如
く
^

^
共
通
の
も
の
で
あ
ら
ね
ぱ
な
ら
ぬ
。1

一
千
丨

 

>
シ
の
法
則
が
英
國
！1
於
て
^
视
で
あ
る
な
ら
ぱ
、
獨
逸
に
於
.て
L
亦 

n
木
に
於
て
も
適
用
さ
る
、
に
相
逾
な
い
と
同
じ
く
、
グ
レ
グ
ャ
ム
の 

法
則
は
歓
洲
に
於
^
も
來
姐
に
於
て
も
齊
し
く
或
るj

定
0
摩
情
の
下 

I:
於
て
は
作
用
す
可
吾
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
從
つ
'
'^
ス
ミ
P

0

 

格
地
代
、货
鈒
、利
谰
等
じ
關
す
名
锂
論
か
ば

_
民
上
か
國
家
と
か

IK.

.

§
1

號

一

五

ニ

ふ
問
題
4*
離
れ
て
取
扱
つ
夂
の
は
：虫
極
常
然
の
方
法
で
あ
つ
v

»
ス
ミ 

ス
の
論
述
し
た
る
經
濟
0

M
則
中
！

i

は
談
少
く
な
い
が
、
§

研 

究
の
態
M
l
i就
告
て
は
秋
蕺
も
非
雖
す
可
吾
點
‘
見
出
す
取
が
出
來
众 

い
。斯
く
0.
如
く
、
ス
ミ
ス
は
理
論
の
解
說
！1
は
^

^
4>
麓

し

た

0
で 

あ
る
が
、
政
饱
じ
就
合
て
は
決
し
て
_
家
ビ
阈
段
の
宰
覦
と
か
妃
却
し 

犮
か
つ
た
。
夫
れ
は〗

方
に
於
て
極
力
保
談
贸
易
政
饿
4 >
排
斥
し
な
が 

ら
、
又

一

方
卩
於
て
は
國
富
ょ
リ
も
國
防
か
以
て
诞
に
一
層
^
家
に
取 

リ
て
重
要
で
も
る
と
云
ふ
見
地
ょ
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